
世界のエイズ対策資金の動向

12月1日は、世界エイズデーです。エイズのまん延防止と患者・感染者に対する差別・偏見の解消を

目的に、世界保健機関（WHO）により1988年に制定され、今年で30年という節目を迎えます。

　世界のエイズの流行は今どのような状態にあるのでしょうか。また、2030年までのまん延終息と

いう目標に向けて、順調な軌道に乗っているのでしょうか。FGFJグローバルトピックス第2号では、世

界のエイズ対策資金に焦点をあて、国際援助の動向と援助を受ける国々の国内資金の増加、今後

の課題についてご紹介します。

・	世界のHIV陽性者は3,690万人

・	国際援助の注力によって治療やケアは進歩し、HIV感染症は管理可能な慢性疾患となり、死亡者数が半減
した。しかし現在も、年間の死亡者数は94万人、新規感染者は180万人に上り、2030年までにエイズの流
行を終息する「持続可能な開発目標（SDGs）」の軌道には乗っていない。

・	対策を加速させるために国際援助は必要不可欠であるが、近年多くの先進国がエイズを含む国際援助拠
出を縮小させている。

・	一方、援助を受ける国自身がオーナーシップや共同責任を持ち、保健分野への国内資金を増加させ、持続
可能で安定した保健システムを構築する取組みが進められている。

世界のエイズ流行終息へ軌道に乗っていない
国連の強いリーダーシップの下、エイズは過去20年

近く、感染症対策の中で最も国際援助が注力され、

予防や治療、ケア等の様々な対策が講じられてきまし

た。その結果、感染が確定している人のうち約8割が抗

HIV薬の治療を受けられるようになり、死の病と恐れ

られたHIV感染症は、適切な治療により管理が可能

な慢性疾患となりました。2004年には年間190万人

と推定されたエイズ関連死亡者数は、2017年には

94万人に半減しています（図1）。

しかし、HIV感染症を完治させる薬や治療法は未

だ確立されておらず、世界で3,690万人がHIVと共に
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生きています。年間の新規感染者数はピーク時（1996

年）の340万人から180万人に減少したものの、その数

は十分に減少しておらず、2020年までに50万人以下

を目指す途中目標には程遠い状況です（図1）。この

ことから、HIVの感染予防が特に必要な人々に対して

適切にサービスが行き渡っていないことが懸念されて

います。 

 国際援助は減少傾向に
国連合同エイズ計画（UNAIDS）は、2030年まで

のエイズ流行終息に向けて2020年の途中目標を達

成するためには、一年間に262億ドルの資金が必要と

推定しています。2017年には213億ドルの資金がエ

イズ対策に確保されましたが、2020年の途中目標に

向けて対応を加速させるためには、国際社会のさらな

るコミットメントが必要です。

しかしながら、近年の国際援助資金は減少傾向に

あります（図2）。ドナー国による拠出額は2013～14

年の85～86億ドルに比較して、2015～16年には74

～70億ドルと約15％も減少しました。2017年は約

81億ドルに再増加したものの、これは最大のドナー国

であるアメリカの拠出額が、新政権下において予算支

出時期がずれ込んだ事など特殊な状況下で増加した

ことによるもので、同様の増加が続くことは期待できま

せん。

保健分野への国家予算増加が鍵
ミレニアム開発目標（MDGs）採択の翌2001年、

アフリカ連合（AU）加盟国は、自国のエイズを含む保

健分野を改善させるため、年間国家予算の15％以

上を保健分野に割り当てることを目指した「アブジャ

宣言」に合意しました。しかし、AUが発表した「Africa 

Scorecard on Domestic Financing for Health, 

2018 (2018年版アフリカ諸国における保健医療分

野の自国資金動員スコアカードhttp://fgfj.jcie.or.jp/wp-

content/uploads/2018/11/Africa-Scorecard_J_Final.pdf)」

によれば、マダガスカルとスーダンの2カ国を除くほぼ

全ての国においてこの目標が達成されておらず、さらに

約3割の国では保健分野における国家予算が5％以

下という低いレベルに留まっています。 

しかしながら、エイズ分野に関しては、国内資金

（国家及び民間資金）の割合が高まっています。世界

エイズ関連死亡者数 新規HIV感染者数

出典 UNAIDS. (2018). Global AIDS Update 2018, MILES TO GO. (JCIEにて一部和訳）

出典 Kaizer Family Foundation, UNAIDS. (2018). Donor Govern-
ment Funding for HIV in Low- and Middle-income countries in 
2017 (JCIEにて一部和訳）

低中所得国のエイズ対策に対するドナー国の 
拠出額の推移（2002～2017年）

図2

(単位：十億米ドル)
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国内資金 
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米国大統領緊急 
エイズ救援計画
（PEPFAR） 
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のHIV感染者の約半数にあたる1,960万人が居住す

る東・南部アフリカ地域では、各国政府・市民社会・

国際社会・研究者間で強い共同責任の意識が生ま

れ、2006年以降、エイズに対する国際援助及び国

内資金の両投資が130%も増加し、2017年にはエ

イズ対策資金全体（106億ドル）に占める国内資金の

割合が約42%と、これまでで最も高い値となりました

（図3）。特に、長年エイズの深刻な影響を受けている

南部アフリカ地域では、同割合が50%以上に達し、ド

ナーによる資金援助への依存が改善しつつあります。

とは言え、地域差は残ります。610万人のHIV感

染者が居住する西・中央部アフリカ地域では、紛争

やテロ、飢餓、政情不安等の他優先事項の影響によ

り、2017年のエイズ対策資金（約21億ドル）に占める

国内資金の割合は約3分の１以下にとどまったまま、

過去10年以上にわたって横ばい傾向が続いていま

す。途中目標を達成するために必要な推定資金18億

ドルのうち2017年時点で8割程度の資金が確保され

ましたが、未だ資金不足の状態です。

国際社会も保健への国内資金を後押し
国際社会も、援助を受ける国のオーナーシップ向

上と共同責任を高め、国内資金の増加を押し上げて

持続可能で安定した保健システムの構築を支援す

る取組みを推進しています。世界エイズ・結核・マラリ

ア対策基金（グローバルファンド）は、資金を供与す

る条件として、その国が三大感染症や保健全体への

国内資金の最低投資基準を満たすことを求める共同

投資政策を取り入れています。この基準は、各国の経

済状況に応じて、低所得国の基準5%から中・高所得

国の60%まで段階的に設定されています。さらに、

国内資金の追加投資を促すため、供与資金のうち最

低15％を一旦保留し、追加投資に応じてこの15%を

投入する共同投資政策も導入しています。グローバル

ファンドが支援する国々の国内資金は、2012～14年

から2015～17年に31％増加し、さらに2018～20年

には、147億ドルにまで引き上げられると見積もられ

ており（図4）、グローバルファンドの支援モデルが一

定の効果をあげていることが示されています。

また、最大のドナー国であるアメリカの大統領緊急

エイズ救援計画（PEPFAR）でも、援助を受ける国の共

同責任による持続可能な投資策を推進しており、エイ

ズ対策への国内資金の増加を支援しています。これら

の国際的な取組みにより、多くの国がエイズを含む保

健分野への国内資金を増加し、持続可能な安定した

保健システムを構築し、将来的に国際援助から自立す

ることが期待されています。

東・南部アフリカ地域における 
エイズ対策資金の財源内訳（2017年）

グローバルファンドの共同投資政策が牽引する 
低中所得国による自国資金調達の増加

出典 UNAIDS. (2018). Global AIDS Update 
2018, MILES TO GO.(JCIEにて図作成）

＊現在までに受け付けた支援要請（全体の63％）に 
対するコミットから予測される比率 出典 グローバルファンド

図３

図4
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誰一人として取り残さない取組みが重要
各国のオーナーシップが向上し、保健分野への国

家予算が増加していく過程で、キーポピュレーション

（同性愛者やセックスワーカー等の感染リスクの高い

グループ）や社会的弱者（女性や女児、マイノリティー

等）に、必要な感染予防や治療、ケアが十分に行き届

きにくくなる危険性が指摘されています。その結果、新

規感染者や、適切な治療を受けられない感染者が増

加し、エイズの流行が再燃・停滞するのではという懸

念があります。誰一人として取り残されることがないよ

う人権や性差別による弊害を払拭し、それぞれの国の

状況に応じた戦略的な取組みを加速させることが必

要です。また、費用効果や効率性の高い対策の検証及

び導入により、限られた資源を最大限効果的に活用

することも重要となっています。
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